
１ 人と人のつながりで自立と安心を育む

２ 兵庫らしい健康で充実した生涯を送れる
社会を実現する

３ 次代を支え挑戦する人を創る

４ 未来を拓く産業の力を高める

５ 地域と共に持続する産業を育む

６ 生きがいにあふれたしごとを創る

７ 人と自然が共生する地域を創る

８ 低炭素で資源を生かす先進地を創る

９ 災害に強い安全安心な基盤を整える

10 地域の交流・持続を支える基盤を整える

11 個性を生かした地域の自立と地域間連携
で元気を生み出す

12 世界との交流を兵庫の未来へ結ぶ

全県ビジョン見直しのポイント ～21 世紀兵庫長期ビジョン－2040 年への協働戦略～

2040 年にめざすべき兵庫の姿：

創造と共生の舞台・兵庫

１ 趣 旨
○ビジョン策定時(平成13年2月)の予測を上回る人口減少社会の到来、世界規模で
の構造変化など、時代潮流が変わる中での地域課題の顕在化
・県人口は 20１0 年の 559 万人をピークに減少、2040 年 470 万人に
・ビジョン策定時は 2011 年の 574 万人がピーク、2030 年 536 万人と推計
○県民主体の多彩な地域活動の積み重ねから明らかになってきためざす姿
⇒10年間の動きを的確に捉え、より県民に分かりやすいビジョンとするために見直し
地域の個性・強みを生かした地域ビジョンについても、地域像、取組方向を見直し
２ 経 緯
○平成 19年度から見直しに向けた時代潮流の調査研究を開始
○平成 21 年度から一般県民、若者等を対象にした兵庫みらいフォーラム等を通じ、
幅広い層の意見を聴取・集約（県民意見約４万件）
３ 展望年次・想定年次
○展望年次(将来を考えるため見通しておく時期) ： 2030 年頃 ⇒ 2040 年頃
○想定年次（ビジョン実現に向けた取組の時期） ： 2010 年頃 ⇒ 2020 年頃

趣旨等 ビジョン見直しのポイント

Ⅰ これからの兵庫の将来像
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実現したい兵庫の姿
（現行ビジョンの４つの社会像のもとでの１２の新たな将来像）

社会像 将 来 像

○環境、社会、経済の各面から「地域の豊かさを表す指標群」づくり

○各地域の強みを再評価し、地域づくりの気運醸成につなげる県民

参加型の「地域資源数え上げ型指標」づくり

安 心 と 活 力 継 承 と 創 造

Ⅱ 将来像を実現するための基本戦略

自 立 と 連 帯

基 本 姿 勢

協 働 シ ナ リ オ

地域社会を構成する県民、地域団体、ＮＰＯ、企業、行政など多様な主体が協働して将来像を実現するための１２の取組方向

①つながりによる家族・地域の再生

・近居・隣居を含めた家族の絆の再生、地域ぐるみでの子育て応援

・ふれあい再生と多様な住まい方による地域まるごと家族づくり

・支え合いによる安全安心コミュニティづくり など

⑦人と自然が共生した持続する地域づくり

・森川里海のつながりによる環境保全など地域間連携による自然環境の再生

・生物多様性確保をめざした野生動物との共生、自然の恵み(生態系サービ

ス)の有効活用 など

②生涯健康で生き生き活躍できるしくみと場づくり 

・多様なニーズに応える医療・福祉・介護サービスの充実 

・歴史文化での感動発見、多彩な学びを楽しめる潤いある生活づくり 

・ゆとりある働き方の創造、学び直し、働き直せる環境づくり など 

⑧低炭素・省資源による自立した地域づくり 

・再生可能エネルギーの開発・活用による地域エネルギーの自給力の向上 

・省エネ・創エネなど暮らしから産業活動まで環境負荷を低減するしくみづくり 

・地域で持続的に資源を循環させるしくみづくり  など 

③地域と世界で活躍する次代の人づくり 

・命・ふるさと・支え合いの大切さ、生き抜く力を学ぶ特色ある教育の展開 

・シティズンシップ教育の展開など地域づくりを支える人材の育成 

・グローバルな共生力・協調性を身につけた人づくり  など 

⑨災害に強い安全安心な地域づくり 

・東南海・南海地震や未曾有の災害、大規模事故などに備えた防災・減

災体制の整備 

・災害時要援護者を守る自助・共助のしくみづくり など 

④国内外と一体で成長を生み出す産業づくり 

・世界や地域の課題解決に貢献する成長企業等の集積 

・地域に根ざしたオンリーワンの世界企業の育成・立地 

・西日本・東日本それぞれが自立した産業ネットワークの充実 など 

⑩確かな地域経営を支える交流･持続基盤づくり 

・地域づくりの人材育成や企業の地域づくりへの参画 

・地域づくりを支援するファンドなど「新しい公」の成長、持続のしくみづくり 

・民間の効率性やノウハウを生かした基盤づくりの展開  など 

⑤地域を生かし共に持続する産業づくり 

・ツーリズムなど豊かな地域資源を活用したなりわいづくり 

・農の６次化など地域に根ざし、暮らしと雇用を支える産業の基盤強化 

・生活支援サービスなど高齢社会のニーズに対応した地域産業の育成 など 

⑪個性を生かし自立する多彩で元気な地域づくり 

・集落空間の管理、なりわりづくりなど集落間の連携による広域村づくり 

・コンパクトな地方都市づくり、職住学近接によるニュータウンの再生 

・地域・県域を越えた連携・交流による地域課題の解決  など 

⑥一人ひとりが持ち味を発揮できるしごとづくり 

・社会的起業の育成とネットワーク化など社会貢献型のしごとの創出 

・しごとと生活が調和した多様な働き方の拡大など、誰もが生きがいをもって働

ける環境づくり   など 

⑫アジア交流圏による世界に開かれた兵庫づくり 

・国内外の特色ある人材が集まるアジアの人材育成拠点づくり 

・防災、環境など兵庫の経験と蓄積を生かした双方向型の貢献 

・多文化共生が実現する兵庫の暮らしづくり  など 

(創造的市民社会) －超高齢社会、人のつながりの希薄化に備える 
１ 人と人のつながりの中での自立・安心 
� 人のつながり・支え合いの中で個が自立し、生涯健康で安心して暮
らせる共助の結わえ直し 

� 新しい高齢者像の確立など、誰もが地域や社会での役割を実感でき
る兵庫 
２ 次代を担う人づくり 
� 創造性豊かに個性を発揮し、地域や世界の課題に貢献する人材育成 
(しごと活性社会) －世界規模での構造変化を乗り越える 
３ 地域資源の徹底活用による地域のしごと創出 
� 歴史・文化、自然など地域資源を再評価・活用したしごとづくり 
� 高齢者向け生活ビジネス、社会貢献型ビジネスの拡大・普及 
４ 世界化の中での成長産業 
� 県内の科学技術基盤の活用、成長分野の技術革新などによる世界と
共に成長する産業づくり 

(環境優先社会) －食・ｴﾈﾙｷﾞｰの自立力を高め、災害を最小限に抑える 
５ 自然の恵みを生かした自給持続力の向上 
� 農の担い手づくりと地産地消、多様な再生可能エネルギーの最適
な組み合わせなどによる食とエネルギーの自立力向上 

６ 災害に強い安全安心の地域づくり 
� 風水害、地震、津波などの自然災害や大規模事故に対し、防災の基
盤づくりに加え、逃げる・助け合うなどによる減災の重視 
(多彩な交流社会) －人口減少を逆手にとって地域をデザインする 
７  人口減少などに対応した新しい空間活用 
� 今後生じる空き空間を地域の交流、就業、産業づくりの場などに
効果的に活用 
８  狭域から広域まで多様な地域間連携 
� まちからむらへの人の流れによる集落・都市双方の共生 
� 人材受入や環境、防災等での協力・貢献、経済・産業の一体的成長
など、相互に補完しながら成長するアジア交流圏の形成 

Ⅲ 長期ビジョンを着実に推進するための指標 

○豊かな個性を生かした人と地域の自立 
○人と人、人と地域が連帯する新しい地域社会 

○ 生活、産業、地域を支える安心 
○ 明日の兵庫を生み出す産業の活力 

○地域に根ざした豊かな自然と文化の継承 
○自然の恵みを生かした新しい価値の創造 
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